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新 ・楽 器 分 類 法

櫻 井 哲 男*

Reconsidering the Classification of Musical Instruments

Tetsuo SAKURAI

   The most authoritative method of classification of musical 
instruments at present is that by Mahillon, Hornbostel and Sachs 

(MHS method). But I hold there are at least three problems to 
this classification, as  follows: 

       First, it lacks a standardized criteria for subclassification 

    of musical instruments. 
       Second, the question arises whether so-called "reed 

   instruments" might belong in the "aerophones" category or 
   not, at least as far as the method of producing sound is con-

    cerned. 
       Third, in the primary classifications, "electrophones" 

   seems to be a heterogeneous category. 
   Though some scholars have pointed out these questions, es-

pecially regarding the first problems, and although some methods 
for classification have been proposed, no new theories as a sub-
stitute for the popular MHS method have so far found acceptance 
with a majority of scholars. 

   Taking an idea from instrumental acoustics, a field which has 
recently made rapid progress, I have worked out a new method 
for primary classifications based upon the sound producing object 
—that object which produces the first physical vibrations in the 

process of making a sound. I have also symbolically patterned 
the shapes which form the main bodies of various musical instru-
ments and have subordinately classified them under these types. 

   An outline of my classification method is as  follows: 
  Category Types 

Air-vibrating instruments Cylinder, Ball, Whip 
Reed-vibrating instruments Cylinder, Cone, Spiral, Box

*国 立民族学博物館第5研 究部
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String-vibrating instruments 

Stick-vibrating instruments 

Tongue-vibrating instruments 

Plate-vibrating instruments 

Membrane-vibrating instruments 

Loudspeaker-vibrating instruments

Column, Board, Cylinder, 
Box, Projection, Bar, Bow, 
Half-bow 
Column, Prism 
Fork, Board, Box 
Board, Disk, Tub, Gong, Bell, 

 Cylinder, Ball 
Tub, Bowl, Jar, Goblet, Cylin-
der, Sandglass, Double-bowl, 
Double-goblet 
Box

　 1.は じめに

、H.　 MHS法 の問題点 とその解決への手 がか

　　　 り

　　　1.MHS法 とは

　　　2,MHS法 の問題点

　　3.音 響学的視点

皿.新 たに考案 した分類法の紹介

　　1.第1次 分類

　　2.第2次 分類

IV.お わ りに

1.は じ め に

楽 器 を,あ る ま とま りを も った類 型 ご とに い くつ か の グ ル ー プ に分 けて 把 握 しよ う

とい う試 み は,こ れ ま で い ろ い ろな 人 に よ って さま ざ ま な方 法 で な され て きた 。 これ

らはす で に広 く紹 介 され て い るが[黒 沢1956,KuNsTl959,NETTLl964,etc。],

そ の 中で 代 表 的 な もの を い くつ か あげ て み よ う。 中 国 で は漢 の 時代 に 「八 音 」 とい う

分 類 法 が 考 案 され て い る 。 これ は楽 器 を 構 成 す るお もな材 質 に注 目 した もの で,そ れ

に よ る と,金,糸,竹,石,匏,土,革,木 の8種 類 に,す べ て の楽 器 が 分 類 され る。

朝 鮮 半 島で も,李 王 朝以 後,こ れ と同 様 の もの が 使 わ れ て い る。 ま た,イ ン ドで は,

13世 紀 以 後,ghana(金 属 楽 器),avanaddha(太 鼓),tata(弦 楽器),sushira(管

楽 器)と い う4分 類 法 が 確 立 され た 。 ヨー一ロ ッパ で は,今 世 紀 初 頭 に,ベ ル ギ ーの

VictorMahillonが,autophones(自 鳴 楽器),membranophones(膜 鳴楽 器),

chordophones(弦 鳴 楽器 ♪,aerophones(気 鳴 楽器)と い う4分 類 法 を 考 案 した 。

これ は イ ン ドの もの と類 似 して い る が,命 名 法 と して,楽 器 の お もな発 音 体 に注 目 し

た もの とい え る。 これ に 対 して,フ ラ ンスのAndr6Schaeffnerは,(a)主 と して 固

体 が 振 動 す る 楽器,(b)主 と して気 体(空 気)が 振 動 す る楽 器 とい う2分 法 を提 唱 し

て い る。

ドイ ツのErichM.vonHornbostelとCurtSachsは,Mahillonの4分 類 法 を
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継承 しな が ら,あ らた に 出現 した 電 気 楽 器 を加 えて(こ れ はSachsに よ って後 に な

さ れ た もので あ る),次 の よ うな5分 類 法 を考 えた[SAcHs　 l940:4544671。

　 Idiophones(体 鳴 楽 器)

　Aerophones(気 鳴 楽 器)

　 Membranophones(膜 鳴 楽 器)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぜ

　 Chordophones(弦 鳴 楽 器)

　 Electrophoncs(電 気 楽器)

　 この 分 類法 は 「多数 の音 楽 学 者 た ちに 支持 さ れ」[KuNsT　 l9593:58],こ ん に ち

で も,ひ とつ の ス タ ンダ ー ドと して,西 欧 を 中心 に広 く用 い られ て い る1)。

　 しか し,筆 者 は,こ のMahillon-Hornbostcl-Sachs法(以 後,　MHS法 とよ ぶ)

に も,い くつか の矛 盾 ない し問 題 点 が あ る と考 え る。 そ れ らを指 摘 し,あ らた な視 点

を 加 え る こ とに よ って これ を 解 決 しよ う とす る こ とが,本 稿 の 目的で あ る。

9。MHS法 の問題 点 とその解決へ の手がか り

1.MHS法 と は

　 Mahillonの4分 類 法 をHornbo:　 telとSachsが 拡 大 し,さ らに,下 位 分 類 まで 含

め て後 にSachs自 身 が修 正 した最 終 的 なMHS法 を,　 Sachsの 晩年 の著 書 か ら,次

に 紹介 す る[SAcHs　 l940:454-467]2)。

Idiophones(体 鳴楽 器)

(1)　 Idiophones　 struck　together

　 　 シ ンバ ル な ど,た が い に 打 ち合 せ る もの 。

(2/　 Struck　 idiophones

　 　 木 琴 な ど,桴 な どに よ って 打 ち鳴 らす もの 。

〈3)　Stamped　 idiophones

(4)　 Stamping　 idiophones

　 　 地 面 に落 下 させ る こ とに よ って 鳴 らす もの 。

(5♪　 Shaken　 idiophones

　 　 ガ ラガ ラな ど,振 る こ と によ って 鳴 らす もの 。

〈6)　Scraped　 idiophones

(7)　 Plucked　 idiophones

　 　 口琴 な ど,は じ くこ とに よ って 鳴 らす もの。

1)国 立民族学博物館の音楽展示場 における楽器分類 も,今 の ところ,こ の方式によって いる。

2)解 説を付 していないものは,Sachs自 身,詳 しい記述を行 って いない部分であ る。
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(8)　 Rubbed　 or　friction　 idiophones

　 　 グ ラ ス ハ ー モ ニ カ な ど,こ す る こ と に よ って 鳴 らす も の 。

Aerophones(気 鳴 楽 器)

〈1)Trumpets　 and　 horns

　 　 ト ラ ン ペ ッ ト,ホ ル ン な ど,唇 の 振 動 に よ って 鳴 らす も の 。

(2)　 Pipes

　 　 フ ル ー ト,オ ー ボ エ,パ ンパ イ プ な ど,管 の 形 に よ っ て 分 け る こ と が で き る 。

(3,　 Free　 aerophones

　 　 ア コ ー デ ィ オ ン な ど 。

Membranophones(膜 鳴楽 器)

(1)Material

　 　材 料 に よ って分 け る 。

(2)　 Shape

　 　形 態 に よ って 分 け る。

(3)　 Skins

　 　 1面 か2面 か,弦 が つ い て い る か い な いか,な ど,膜 面 に注 目 して 分 け る。

(4)　 Fastening　 of　the　skins

　 　膜 面 の と りつ け方 に よ って分 け る。

(5)　 The　 playing　 positions

　 　床 に 置 く,肩 か らつ るす な ど,演 奏 の状 態 に よ って 分 け る 。

(6)　 The　 manner　 of　playlng

　 　桴 で打 つ,素 手 で 打 つ な ど,演 奏 の 方 法 に よ って 分 け る。

Chordophones　 (弦 鳴i楽器)

(1)Azither

　 　箱 の上 に,箱 の上 面 と水 平 に 弦 を張 った もの。

〈2)Alute

　 　棹 状 の もの に弦 を張 り,共 鳴 胴 を もつ もの 。

(3)Alyre

　 　 固 定 す る棒 に対 して垂 直 に弦 を 張 った もの 。

(4)Aharp

　 　 弓 に 弦 を張 った もの。

Electrophones(電 気 楽 器)

(1)　 Electromechanical　 instruments

　 　 エ レキギ ター な ど,通 常 の楽 器 の 音 に電 気 的 な 増 幅装 置を つ けた もの 。
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(2)　 Radioelectric　 instrumcnts

　 　 電 気 的 な 発 振 装 置 に よ っ て 発 音 す る も の 。

2.MHS法 の問題 点

　 第1に,一 見 して 明 らか な よ うに,第2次 分 類 の基 準 が ま ち ま ちで あ る。す な わ ち,

体 鳴楽 器 お よ び気 鳴 楽器 に つ い て は発 音 の方 法 で あ り,膜 鳴楽 器 は多 くの 側 面 か ら,

ま た弦 鳴 楽 器 は楽 器 の構 造 に よ って い る,と い う具 合 で あ る。 この 点 は,Hornbostcl

お よ びSachs自 身 も気 がつ いて いた とい う こ とで あ る が[山 口　 1969:191],も ち ろ

ん,他 の 学 者 た ちか らの指 摘 もあ る。 そ の ひ と り,Georges　 Montandonは,演 奏方

法 の 違 い に よ って下 位 分 類 を 統 一 す る こ とに よ り,独 自 の シス テ ムを つ くり出 した と

い う[KuNsT　 l9593:59]。 しか も,少 な く と もひ とつ の体 系 的 な 分 類 法 の構 築 を め

ざす の で あ れ ば,こ の よ うに,同 一 レヴ ェル の分 類 概 念 に は統 一 性 を もた せ るべ きで

あ る,と い うの が,筆 者 の考 えで あ る。

　 第2に,こ れ もす で に指 摘 され て い る こ とで あ るが 「山 口　 1969:190-191],第1

次 分 類 と して 発 音 原理 を考 え るの で あれ ば,気 鳴楽 器 の中 に,無 篭 の フル ー トな ど と,

有簧 の ク ラ リネ ッ トな ど とを 同時 に含 ま せ る こ とに は無 理 が あ る。 す なわ ち,有 箋 の,

い わ ゆ る リー ド楽 器 の場 合 は,単 な る空 気 の流 通 に よ る振 動 音 で は な く,む し ろそ れ

以 前 に簧(リ ー ド)と い う2次 元 的 物 体 に よ る振 動 が あ る ことを 重 視 し,こ れ を 気 鳴

楽 器 とす るの は不 適 当で あ る と い う考 え 方 で あ る。 筆 者 も,発 音 体 に よ って 厳 密 に 区

別 す るべ き で あ る とい う立 場 か ら,こ の 考 え方 に賛 成 で あ る。

　 主 と して この点 か ら,山 口修 氏 は,エ ネル ギ ー源 と空 気 振 動 との 間 に何 次 元 的 な 物

体 が 存在 す る か,と い う こと に よ って,「 第1部 門」 か ら 「第6部 門 」 ま で の6分 類

法 を 提 唱 して い る[山 口　 1969:193-195]。 これ は論 理 的 にか な り整 合 性 を もつ もの

と して 評 価 で き るが,下 位 分 類 が示 され て い な い こ と,「 第6部 門 」 の 「空 気 振 動 の

エ ネル ギ ー 源 が 電子 工 学 的 な もの 」 とい う定 義 づ けが,「 第1部 門」 か ら 「第5部 門 」

ま で の 分 類 原理 と若干 異 な る こ と,お よ び,命 名法 が 数 字 の区 別 の み に よ る抽 象 的 な

もの で,一 般 に そ の 内容 を 類 推 的 に 把 握 で き な い こと,な どの 点 で 問 題 が あ る と考 え

る。

　 MHS法 の第3の 問 題 点 は,こ れ は筆 者 独 自の見 解 で あ るが,電 気 楽 器 とい う群 は,

そ の他 の 群 と同列 に は扱 えな い の で はな い か,と い う点 で あ る。 そ れ は,電 気 とい う

もの は,そ れ を使 用 す る楽 器 の メカ ニ ズ ムの 中 で,空 気 振 動 に よ る発 音 を 得 る た め の

エ ネル ギ ー源 で あ り,発 音 原 理 で はな い とい う考 え方 に よ る もの で あ る。 仮 に,電 気

を 発 音 原理 の ひ とつ とす る考 え 方 を と るな らば,そ の他 の発 音 原 理 と して は 「人 力 」

お よび ゼ ンマ イな ど の 「機 械 力 」 な ど と しな け れ ば な らな いで あ ろ う。 した が って,

い ず れ に して も,体 鳴 楽 器,気 鳴楽 器 な ど と電 気 楽 器 とを,同 一 レヴ ェル の分 類 基 準
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とすることには,無 理があると考える。

　この点に関しては,第1次 分類の基準として,や や漠然としている発音原理 という

概念を用いていることにも問題の一因があるように思う。そこで,視 点を変えて,人

間の聴覚に対 して,物 の側からもっとも直接的な影響を与える楽器の発音体に注 目し,

その物理的な性質によって客観的に区別 しうる分類基準を立てることはできないであ

ろうか。ただし,そ れを可能にするためには,ま ず,物 としての楽器の発音体の,種

類や性質を知 らなければならない。それには,物 理学や工学,な かで も,音 響物理学

や音楽工学など,総 じて音響学 とよばれる分野の助けを借りなければならないであろ

う。

3.音 響 学 的 視 点

　下位分類についてはさておき,第1次 分類の基準として楽器の発音体に注目する方

向で,音 響学の分野ではこれをどのように扱 っているのかを概観してみよう。まず,

純粋に物理学的な振動理論の延長として,Rayleighの 理論に依拠 しながら,小 幡重

一氏が発音体に関して述べたものがある[小 幡　1935:54-84] 。この中で,楽 器の発

音体に関係のある振動の分類は,次 のようになる。

(1)　弦の横振動

(2)　棒の横振動

(3)　膜の振動

(4)板 の振動

(5)鐘 の振動

(6)　管中の空気の振動

　ま た,物 理学 的 な 振 動理 論 を基 礎 に して 音 楽 学 的 な観 点 を 加 え た もの と思 わ れ る,

田辺 尚雄 氏 の 次 の よ うな 分 類 法 が あ る[田 辺 　 1951:74-75]3)。

(1)弦 楽器

　 (イ)　撥 弦 楽 器(ハ ー プ,ギ ター な ど)

　 (ロ)撥 弦 楽 器(ヴ ァイオ リ ンな ど)

　 (ハ)打 弦 楽 器(ピ ア ノな ど)

(2)管 楽 器

　 (イ)無簧 楽 器(フ ル ー ト,尺 八 な ど)

　 (ロ)単簧 楽 器(ク ラ リネ ッ ト,笙 な ど)

　 (ハ)複簧 楽 器(オ ー ボ ー,チ ャル メ ラな ど)

　 (二)　 隠簧 楽 器(ト ラ ンペ ッ トな ど)

3)楽 器例 は,一 部のみを引用 した。
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(3)棒 楽 器

　 (イ)横 振 動 を 用 い る もの(木 琴 な ど)

　 (ロ)縦 振 動 を 用 い る もの(音 桿 な ど)

(4)膜 楽 器(太 鼓 な ど)

(5)板 楽 器(シ ンバ ル,鉦,鐘,方 響 な ど)

(6)電 気 楽 器(ハ モ ン ドオ ル ガ ンな ど)

　下 位 分 類 の基 準 に統 一 性 が な い こ とと,有簧 楽 器 の問 題,お よび 電気 楽器 の扱 い方

につ い て は,MHS法 の 場 合 とま った く同 じ指摘 をす る こ とが で き るが,　MHS法 で

は体 鳴 楽器 と して ま と め られ て い た もの を,棒 楽 器 と板 楽 器 と に分 けた とい う考 え方

は,発 音体 の振 動 の しか た,音 波 の 伝播 方 法 の ち が い な ど,物 理 学 的 根 拠 に基 づ い た,

よ り明確 な分 類 基 準 と して 評 価 しな け れ ば な らな い。 また,先 に引 用 した 発音 体 の振

動 の 分 類 で は,板 の振 動 と鐘 の 振 動 とを 区別 して い る が,こ こで は,鐘 そ の他,形 状

にか か わ りな く板 楽 器 と して ま とめ られ て い る 点 も重 要 で あ る。 とい うの は,2次 元

的 な 平板 状 の もの と,そ れを3次 元 的 に 変形 した もの と考 え られ る鐘 な どの 曲 板状 の

もの と は,物 理 学 的 な振 動 様 式 に お いて,厳 密 に い う と異 な って い る が[小 幡 　 1935:

72,73],楽 器 の発 音 体 と して み た 場 合 に は,後 に安 藤 由典 氏 が 行 って い る よ うに[安

藤 　 1976:ll9]ひ とま とめ に 扱 った 方 が,よ り実 際的 で あ る と 考 え られ るか らで あ

る。 も し,板 の形 状 の違 い に よ って 区 別 す るな らば,そ れ だ けで 多 数 の分 類 項 目が必

要 とな り,第1次 分 類 と して,そ の他 の項 目 との バ ラ ンス が と れ な くな る ばか りで な

く,煩 雑 さを ま ぬ が れ な いで あ ろ う6楽 器 そ の もの の形 態 は,後 述 す る よ う に,む し

ろ下 位 分 類 の中 で 考 え た方 が有 効 で あ る。

　 最 後 に,電 子 計 算機 や音 響 分 析 機 器 等 の 発 達 に と もな って,比 較 的 最 近 に そ の成 果

が 注 目さ れだ した,楽 器 の 音 響学 に 関す る分 野 か ら,ひ とつ の例 と して,安 藤 由典 氏

に よる記 述[安 藤 　 1976:71-128]を 筆 者 な りに ま とめ て 引用 す る。

(1)管 楽 器

　 (a)エ ア リー ド楽 器

　 (b)ダ ブル リー ド楽 器

　 (c)シ ング ル リー ド楽 器

　 (d)　 リップ リー ド楽 器

(2)弦 楽 器

　 (a)撥 弦 楽器

　 (b)撥 弦 楽 器

(3)打 楽 器

　 (a)棒 の 横 振 動 に よ る楽 器

　 (b)板 の 振 動 に よ る楽 器
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　(c)塊 の 振 動 に よ る 楽器

　(d)膜 の 振 動 に よる 楽 器

　 こ こで 注 目 され るの は,「 塊 の振 動 に よ る 楽 器」 を,棒,板,膜 と 同 列 に 扱 って い

る こ とで あ る。 これ は,田 辺 式分 類 法 に はみ られ な か った もの で あ るが,具 体 的 に は,

カ ス タ ネ ッ トお よび ウ ッ ドブ ロ ック(拍 子 木)の 名 が あ が って い る。

Ⅲ.新 たに考案 した分類法 の紹介

1.第1次 分 類

　楽器の発音体は,第1に,「 音を出す道具」としての楽器の もっとも重要な部分で

あるという点,第2に,し たがって,人 間のさまざまな感覚のなかで音楽にもっとも

関係の深い聴覚に対 して,楽 器の他のどの側面よりも強 く影響を与えるという点,そ

して第3に,振 動理論や音響学などに基づいて,そ の類型をある程度客観的に識別 し

うるという点によって,楽 器を第1次 的に分類する基準として妥当であると考える。

　 しかし,単 に楽器の発音体に注目するというだけでは不十分である。そのひとつは,

発音体のどのような側面　　形態,構 造,材 質あるいは取 り付け方などのいずれ

を,主 として問題にす るのか,と いう点である。理論的に純粋で,き わめて抽象的な

方法としては,山 口式分類法のように,エ ネルギー源 と空気振動との間に第何次元的

な発音体が存在するか,と いう点によって分けるものがある[山 口　 1969:193-195]。

しかし,こ のような抽象的な分類法は,一 般に,具 体的な個々の楽器との対応を理解

しにくいという,す でに述べた点のほか,ク ラリネットやオーボーなどの有貧管楽器

と,口 琴やサンザなどが同類のものとして扱われるところに,や や無理があるのでは

ないかと思われる。逆に,漢 代中国の 「八音」のように,具 体的な材質によって分 け

ようとするならば,化 学や加工技術の発達 した現在,主 として先進諸国において行わ

れているさまざまな楽器の改良にどのように対応 していけるのか,と いう点で問題が

残る。たとえば,弦 楽器の弦をひとつとってみて も,従 来のガ ット(羊 腸)や スチー

ル,絹 などばかりでなく,最 近はビニール,ナ イロン,特 殊炭素鋼など,次 々に新 し

いものが現れている。 これらの物質を化学的に分類することは可能であるが,物 体の

発音という現象が,ま ず物理現象としてとらえなければな らないものである限り,そ

の材質の化学的分類のもつ意味は,相 対的に小さなものであるといえる。したがって,

ある程度具体的にその内容を言い表すことができ,し か も発音体の物理的な性質によ

って類型化することが可能であるような分類基準を考えなければな らない。

　発音体に関するもうひとつの問題は,楽 器の構造にかかわるものである。すなわち,

トライアングルのように,単 一の材質による簡単な構造をもつ少数の例を除いて,楽

器というものは,材 質の異なる複数の部分か ら構成 されているのが普通である。した
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が って,人 間 に よ って 「楽 器 が 鳴 って い る」 と認 識 され る場 合,そ の音 は,複 数 の異

な る部分 か ら同時 に発 せ られ て い る こ とが 多 い ので あ る。 だ とえ ば,ヴ ァイ オ リンは,

そ の 弓 め毛 で弦 を摩 擦 す る こ とに よ って弦 の横 振 動 を 起 こ し,そ れ が弦 の下 に密 着 す

る形 で立 て られて い るブ リ ッジ(駒)を 通 じて 響 鳴 箱 の板 振動 を起 こす 。 した が って,

わ れ わ れ の耳 に感 ず る ヴ ァイオ リンの 音 とは,弦 ば か りで な く,響 鳴板 そ の他 の振 動

が 混 然一 体 と な って い るわ けで あ る 。 この よ う に,た とえ ば弦 楽 器 の場 合 で も,お も

な発 音体 で あ る弦 の材 質 だ けで な く,そ の他 の構 成 部 分 の形 態 や材 質 に よ って,た と

え 同一 の演 奏 方 法 に よ って も,異 な った音 色 を得 るの で あ る 。す な わ ち,実 際 に鳴 っ

て い るひ とつ の楽 器 の 発 音 体 は,厳 密 に い うとそ の 楽 器 の す べ て の構 成 部 分 で あ る と

い う こ とに な る。 そ こで,発 音体 の種 類 を,楽 器 の中 で 第1次 的 に 振動 が起 こる もの

に 限定 しな け れ ば な らない 。 よ り厳 密 に い うと,発 音 の プ ロセ ス の 中 で,エ ネ ル ギ ー

源 と空 気 振 動 と の間 に存 在 し,エ ネ ル ギ ー源 か らの エ ネル ギ ー を 直接 うけ とる こ とに

よって最初に物理的な振動が起 こる部分を第1次 発音体とよぶことにし,こ れを分類

基準 に用 い る。 こ の よ う に規 定 す る な らば,た と えば,管 の 一 端 に紙 の薄 膜 を張 った

笛 で あ る トル コのNarekeの よ うに,空 気 と紙 膜 とが 同 時 に 振動 して い る よ うに み え

る もの で あ って も,第1次 発 音体 は 空気 で あ る,と 明 確 に 決 定 で きる4)。

　以 上 の よ うな手 続 きを経 て 筆者 が考 案 したの は,次 の よ うな8分 類 法 で あ る 。

(1)気 鳴 楽 器(Air-Yibrating　 instruments)

　第1次 発 音 体 と して 気 体(空 気)状 物 体 が振 動 す る もの 。 発 音 エ ネル ギ ー は 空気 の

流 動 で あ り,そ の エ ネル ギ ー 源 は人 力 で あ る。

　 具体 的 な楽 器 と して は,ホ イ ッス ル,オ カ リー ナ,パ イ プオ ル ガ ンの フル ー パ イ プ,

フル ー ト,ピ ッコ ロ,日 本 の 尺 八,篠 笛,能 管 な ど,音 響学 的 な 分 類 で エ ア リー ド楽

器 とよ ば れ て い る もの[オ ル ソ ン　 1969:119-127;安 藤 　 1971:59-61,1976:74な

ど]が 中 心 に な る が,こ れ らの ほ か,う な り木 や 鞭 な ど,空 気 の 渦 巻 き流 に よ って う

な りを生 じさせ る類 の もの も含 ま れ る。

(2)　 舞 鳴 楽 器(Reed-vibrating　 instruments)

　第1次 発 音体 と して一 端 が 固 定 され た簑(リ ー ド)状 物 体 が 振 動 す る もの 。 発 音 エ

ネル ギ ー は空 気 の流 動 に タ って 生 じ る圧 力 の変 化 で あ り,そ の エ ネル ギ ー 源 は人 力 で

あ る 。

　 具体 的 に は,フ リー リー ドオ ル ガ ン,ア コー デ ィオ ン,ハ ー モ ニ カ,ク ラ リネ ッ ト,

サ キ ソ フ ォ ン,バ ッグパ イ プ,オ ー ボ エ,ト ラ ンペ ッ ト,ホ ル ン,ト ロ ンボー ン,日

本 の笙(し ょ う),篳篥(ひ ち りき),チ ャル メ ラ,ほ ら貝 な ど,機 械 リー ド楽 器 お よ

4)こ のNarekeと いう楽器がMHS法 で はどの分野 に分類 され るのか,と いうことは,本 館 の

　共 同研究 「西 アジアにおけ る文化変容一 民族 と音楽一 」(代表者藤井知昭)の 研究会 におい

　て,話 題 にな ったことがある。
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び リップ リー ド楽器 とよ ば れ る もの[オ ル ソ ン　 1969:127-152な ど]で あ る。 トラ

ンペ ッ ト,ほ ら貝 な ど の リップ リー ド楽 器 は,人 間 の気 管 と楽 器 の 管 との 間 に唇 とい

う第1次 発 音 体 が 存在 し,こ れ が,開 閉運 動 の く り返 しと い う,篶 と同 様 の振 動 に よ

って 発 音 す る楽器 で あ り,こ の意 味 か ら,ク ラ リネ ッ トや オ ー ボ エな どの い わ ゆ る有

箕 楽 器 と,原 理 的 に 同一 の グル ー プで あ る。

(3)弦 鳴 楽器(String-vibrating　 instruments)

　 第1次 発 音 体 と して両 端 が 固定 され た 弦状 物 体 が 振動 す る もの 。 発 音 エ ネル ギ ー は

摩 擦,衝 突 お よび発 音体 の張 力 に よ る弾 性 で あ り,そ の エ ネル ギ ー源 は 人 力 で あ る。

　 具 体 的 に は,ハ ー プ,ヴ ァイ オ リン,ギ ター,チ ェ ンバ ロ,ピ ア ノ,ツ ィ ンバ ロ ン,

日本 の三 味 線,箏,胡 弓 な ど,MHS法 の 「弦 鳴 楽 器 」 に 相 当 す る。

(4)棒 鳴 楽 器(Stick-vibrating　 inl　truments)

　 第1次 発 音 体 と して棒 状 物 体 が振 動 す る もの 。 発 音 エネ ル ギ ー は衝 突 お よび摩 擦 で

あ り,そ の エ ネル ギ ー 源 は人 力 で あ る。

　 具 体 的 に は,ト ラ イア ング ル,日 本 の 拍 子 木,す り ざ さ ら,歌 舞 伎 の 下 座 音楽 に 使

わ れ る 呂 の音 な どで あ る。

(5)　 舌 鳴 楽 器(Tongue-vibrating　 instruments)

　 第1次 発 音 体 と して 一 端 が 固 定 さ れ た舌 状 物 体 が 振 動 す る もの。 発 音 エ ネル ギ ーは

発 音 体 自 身 の もつ 弾 性 で あ り,そ の エ ネ ル ギ ー源 は人 力 お よび機 械 力で あ る。

　 具 体 的 に は,口 琴(ジ ュ ー ズハ ー プ)の 類,ア フ リカ に 多 い 「親 指 ピア ノ」(サ γ

ザ,ム ビ ラな ど)の 類,お よ び オ ル ゴー ル の類 な どで あ る。 オ ル ゴー ル は,ゼ ンマ イ

とい う機 械 力 を動 力 源 とす る もの で あ る が,電 動 の もの も あ り う る。

(6)板 鳴楽 器(Plate-vibrating　 instruments)

　 第1次 発 音 体 と して 板 状 物 体 が 振 動 す る もの 。発 音 エ ネ ルギ ー は衝 突 で あ り,そ の

エ ネル ギ ー源 は人 力 で あ る。

　 具 体 的 に は,木 琴,鉄 琴 の類 を は じめ,割 目太 鼓,ド ラ,シ ンバ ル,カ ス タ ネ ッ ト,

マ ラ カ ス,チ ュー ブ ラー ベ ル,日 本 の 勿 拍 子,び ん ざ さ ら,木 魚,梵 鐘,鉦,鈴,イ

ン ドネ シ アの ア ン クル ンや ガ ム ラ ンに使 う ボナ ンな ど,そ の種 類 は多 い。

(7)膜 鳴楽 器(Membrane-vibrating　 instruments)

　 第1次 発 音 体 と して 周辺 部 が 固定 され た 膜状 物体 が 振 動 す る もの。 発 音 の エ ネル ギ

ー は衝 突 お よび 摩 擦 で あ り
,そ の エ ネル ギ ー 源 は 人 力 で あ る 。

　 具 体 的 には 太 鼓 と総 称 さ れ て い る楽 器 で あ り,MHS法 の 「膜 鳴 楽 器 」 に 相 当す る。

(8)　 拡 声器 鳴 楽器(Loudspeaker-vibrating　 instruments)

　 第1次 発 音 体 と して 拡声 器 状 物 体 が 振 動 す る もの 。 発 音 エ ネ ル ギ ー は磁 界 で あ り,

そ の エ ネル ギ ー源 は電 力 で あ る。

　 す で に みた よ う に,Sachsは 「電 気 楽 器 」 をElectromechanical　 instrumentsと
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Radioelectric　 instrumentsと に分 け て い た。 前 者 は,従 来 の楽 器(た とえば ギ ター

や 三 味 線)の 発 音 体 に電 気 的 な増 幅 回路 を と りつ け,こ れ を 拡声 器 で 鳴 らす もので あ

る。 そ の プ ロセ スか らみ る と,人 声 を,マ イ ク ロ フ ォ ンを 通 じて電 気 的 に増 幅 し,拡

声 器 で 鳴 らす 場 合 と,原 理 的 に は何 ら変 らな い、 す な わ ち,あ くま で物 理 的 な振 動 に

よ る発 音 体 が ま ず 存 在 し,そ の オ リジ ナ ル な音 を 増 幅 して い る に す ぎな い。 したが っ

て,発 音 体 を も って い る元 の 楽器 とそ の増 幅 装 置 とは 区別 して考 え るべ きで あ り,両

者 を ひ とま と め に して ひ とつ の 楽 器 とみ る こ と に は無 理 が あ る と考 え る 。

　 これ に対 して 後 者 は,物 理 的 な空 気 振 動 を 起 こす もの で は な く,電 気 的 な振 動 を 生

じ させ る発 振 器 を 備 え て お り,電 気 的 回路 を経 て,最 終 的 に 拡 声器 を 鳴 らす もので あ

る。 す なわ ち,わ れ わ れ が 一 般 に 「振 動 」 と よぶ 物 理 的 な 空 気 振 動 は,発 音 プ ロセ ス

の最 後 に おか れ た 拡 声 器 に よ って は じめ て,生 じさせ てい るの で あ る。 この意 味 か ら,

形 態 や機 構 が ど の よ うな も ので あ って も,第1次 発 音 体 は 拡 声 器 で あ る とい う こ とが

で きる。 こと ばを かえ て い うな らば,拡 声 器 お よび それ に付 随 す る エ ン ク ロー ジ ャー

とい う発 音 体 を もた な い限 り,こ れ らは わ れ わ れ の聴 覚 に感 ず る音 を 発 す る こ とが で

きな い の で あ る。 した が って,こ の よ うな楽 器 を,こ こで は拡 声 器 鳴 楽器 と命 名す る。

具 体 的 に は,電 気 オル ガ ンや 電 子 オ ル ガ ン,シ ンセ サ イザ ー な どが あ げ られ る。

2.第2次 分 類

　音を発する道具 としての楽器のおもな機能 という側面か ら,第1次 分類 は,楽 器の

発音体にその基準を置いた。同様に音そのものにかかわ りをもつという観点か ら考え

るならば,楽 器の音色に対 して大きな影響を与える演奏方法が,下 位分類の基準にな

りうると思われる。たとえば,同 じ弦鳴楽器であっても,弓 を用いて擦奏する擦弦楽

器と,指 や爪,バ チなどでかき鳴 らす擾弦楽器,あ るいは,細 い棒などを用いて弦を

打つ打弦楽器は,そ れぞれに音色が異なっている。

　 しかし,演 奏方法によって楽器分類を行おうとす ると,困 難な問題に直面せざるを

得ない。それは,楽 器によっては,実 際にさまざまな方法で演奏される場合があり,

ひとつの楽器が必ず しもひとつのカテゴリーに属するとは限らない,と いう点である。

たとえば,日 本の代表的な弦鳴楽器のひとつである琵琶はふつ う掻弦楽器と考えられ

ているが,す でに指摘されているように 「演奏家が時に応 じて簸を利用 して弦を摩擦

して,い わば擦弦楽器 としての性格を表出することもある」「山口　 1974:196]の で

ある。このようなケースは,ほ かの弦鳴楽器ばかりでなく,舌 鳴楽器の口琴(弾 奏と

吸 ・吹奏)や 各種の膜鳴楽器(打 奏と擦奏)な ど,多 くの例をあげることができる。

　そこで,筆 者は,音 そのものにかかわるものから離れて,視 覚的に容易に判別でき

る可能性をもった,楽 器の形態に注目する方法で,下 位分類を考えたいと思う。この

場合,楽 器の形態 とは,よ り正確には,第1次 発音体および第2次 以下の発音体(す
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なわち響鳴体)を 中心とした,楽 器の主要な構成部分の形態であり,分 類項目として

は,こ れ を象 徴 的 に類 型 化 して 命 名 す る もの で あ る。 す なわ ち,た とえ ば球 型 とい っ

た 場 合,完 全 に球 と 同様 の形 状 で あ る必 要 は な く,他 の類 型 との 比 較 にお い て,明 ら

か に球 に近 い と識 別 で き る形 態 を 指 す 。

　 以 下 に,第1次 分 類 に沿 って,そ の お の お の の第2次 分 類 を 示 す 。 この 中 で,形 態

が 楽器 の構 造 的 な面 か らの 規 定 を うけ て い る もの につ いて は,当 然,構 造上 の説 明 も

含 ま れ るはず で あ る。

(1)気 鳴 楽 器

　 (a)筒 型(Cylinder　 type)

　 直 線 的 な2方 向 を 除 い た他 の部 分 が 曲 面 に よ って 囲 まれ て い る よ う な物 体 が,楽 器

の基 本 的 な 形 態 を か た ち つ く って い る もの 。 空気 は主 と して この物 体 中を 直 線方 向 に

流 れ る。 この 物 体 の途 中 に い くつ か の 指 穴 が あ い て い る の が ふつ うで あ る。 具体 例 と

して,フ ル ー ト,篠 笛,尺 八 な どが あ げ られ る。

　 (b)球 型(Ball　 type)

　 ほ とん どす べ て の 部 分 を 曲面 に よ って 囲 まれ て い るよ うな物 体 が,楽 器 の 基 本 的 な

形 態 を か た ちつ くって い る もの 。空 気 は閉 じ られ た 空 間 の 中 を複 雑 に流 れ る。 この物

体 に指 穴 が あ い て い る もの もあ る。 具 体 例 と して,ホ イ ッスル,オ カ リー ナ な どが あ

げ られ る。

　 (c)鞭 型(Whip　 type)

　 一 端 を 固定 した弦 状 物 体 と,こ れ を支 持 す る棒

状 等 の物 体 とが,楽 器 の基 本 的 な 形態 を か た ちつ

くって い る もの 。多 くの場 合,弦 状 物体 の 固定 さ

れ て い な い側 に,板 状 等 の物 体 が 取 り付 け られ て

い る。 弦 状 物 体(お よ び これ に取 り付 け られ た板

状 等 の 物 体)が 移動 す る こ とに よ って,そ の 周 囲

に 空 気 の 渦 巻 き流 が生 じる。 具 体 例 と して,う な

り木 が あ げ られ る。

(2)　簧 鳴 楽器

　 (a)筒 型(Cylinder　 type)

　 直 線 的 な2方 向を 除 い た 他 の 部分 が 曲面 に よ っ

て 囲 まれ て い る よ うな 物 体 が,楽 器 の基 本 的 な形

態 を か た ち つ く って い る もの 。 空 気 は主 と して こ

の物 体 中 を直 線 方 向 に流 れ る。 この 物 体 の途 中 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　図版1　 鞭 型気鳴楽器の1例:ブ ラい くつ か の指 穴 が あ いて い るの が ふ つ うで あ る
。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ジルのうな り木

具体 例 と して,ク ラ リネ ッ ト,オ ー ボエ,日 本 の　 　 　 　 　 ([SACHS　 194ro;　41]よ り)
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篳篥(ひ ち りき)な どが あ げ られ る。

　 (b)円 錐 型(Cone　 type)

　 直 線 的 な2方 向 を 除 い た 他 の部 分 が 曲面 に よ って 囲 ま れ,か つ,そ の囲 まれ た 部 分

の断 面 積 が,簧(お よ び そ れ に相 当す る第1次 発 音 体)の 付 属 す る側 か ら反 対 側 に向

か って,徐 々 に大 き くな って い るよ うな物 体 が,楽 器 の 基 本 的 な 形 態 を か た ち つ く っ

て い る もの。 空 気 は主 と して この物 体 中 を直 線 方 向 に流 れ る。 具体 例 と して,日 本 の

チ ャル メ ラ,チ ベ ッ トの ラグ ・ ドゥ ンな ど が あ げ られ る。

　 (c)渦 巻 型(Spiral　 type)

　 空 気 の流 通 す る物 体 を 部 分 的 に み る と筒 型,円 錐 型 お よび これ らの組 み合 せ で あ る

が,全 体 と して は,舞(お よび そ れ に相 当す る第1次 発 音 体)の 付 属 す る側 か ら反 対

側 に 向 か って 曲 線 的 な 形 態 を か た ちつ く って い る もの 。 した が って空 気 の流 れ も曲線

的 で あ る。 角 笛,ほ ら貝,フ レ ンチ ホ ル ン,ト ラ ンペ ッ トな ど,い わ ゆ る リップ リー

ド楽 器 の お もな もの が これ に 相 当す る。

　 (d)箱 型(Box　 type)

　 第1次 発 音 体 お よび 空 気 が 流 通す る物 体 のす べ て あ るい は 一部 分 が,平 面 の 組 み 合

せ ま た は 曲面 状 の物 体 に よ って 囲 ま れ て い る もの 。第1次 発 音 体 に 至 るま で の 空 気 の

流通 の方 向 は さ ま ざま で あ るが,そ れ 以 後 は,空 気 が主 と して直 線 方 向 に流 れ る。 ブ

リー リー ドオ ル ガ ン,ア コ ーデ ィオ ン,ハ ー モ ニ カ,日 本 の笙 な ど,い わ ゆ る フ リー

リー ド楽 器 の お もな ものが これ に相 当 す る 。

(3)　　弦鳴 楽 器

　 (a)円 柱 型(Column　 type)

　 円形 の底 面 と側 面 と を も った 円柱 状 物 体 が,象 徴 的 に楽 器 の基 本 的 な 形 態 を な して

い る もの。 弦 はふ つ う,側 面 上 に,底 面 に 対 して 垂直 方 向 に張 られ る。 簡 単 な 構 造 の

一 弦 琴 の あ る種 の もの が
,こ の タ イ プに な る。

　 (b)盤 型(Board　 typc)

　 ひ とつ の 平面 が象 徴 的 に楽 器 の 基 本 的 な 形 態 を な して い る もの。 弦 はふ つ う,こ の

平 面 上 に,互 い に平 行 に張 られ る。 具 体 例 と して,台 湾 の トロ トロが あ げ られ る。

　 (c)筒 型(Cylinder　 type)

　 直線 的 な2方 向 を除 い た他 の部 分 が曲 面 に よ って 囲 ま れ て い る よ うな物 体 が,楽 器

の 基 本 的 な 形 態 を か た ちつ く って い る もの 。 弦 鳴 楽 器 の場 合,こ の物 体 の両 端 が平 面

状 物 体 によ って 閉 じ られ て い るか 否 か は問 題 で はな い が,い ず れ に して も中空 で あ る

必要 は あ り,こ の点 で 円柱 型 と区 別 され る。 具 体例 と して,マ ダ ガ ス カル の ヴ ァ リハ

が あ げ られ る。

　 (d)箱 型(Box　 type)

　 い くつ か の 平 面,ま た は平 面 と曲面 と に よ って 囲 ま れ た立 体 的 な物 体 の,面 積 の大
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き な平 面 に平 行 に弦 が 張 られ て い る もの 。具 体 例 と して,ピ ア ノ,チ ェ ンバ ロ,ハ ン

ガ リー の ツ ィ ンバ ロ ン,西 ア ジ ァの サ ン トゥー ルや カ ー ヌー ン,日 本 の箏 な どが あ げ

られ る。

　 (e)突 出型(Projection　 type)

　 い くつ か の 平 面,ま た は平 面 と曲 面 とに よ って 囲 まれ た 立 体 的 な物 体 と,そ の立 体

的 な物 体 の延 長 部 分 と して の,あ る い は新 た に接 合 した部 分 と して の 突 出部 とか ら成

り,こ の突 出 部 の 先端 ま た は途 中 に,弦 の一 端 を 固定 す るた め の糸 巻 を もつ もの。 弦

は,突 出部 表 面 と平行 に張 られ る。 ヴ ァイオ リン,ギ タ ー,バ ン ジ ョー,日 本 の琵 琶,

三 味線,イ ン ドの シ ター ル,ヴ ィー ナ,ア フガ ニ ス タ ンの ラバ ー ブ,イ ラ ンの セ タ ー

ル な ど,い わ ゆ る リュー ト属 の楽 器 が,ほ ぼ これ に相 当 す る 。

　 (f)棧 型(Bar　 type)

　 弦 の一 端 が 棒 状 物 体 あ るい は板 状 物 体 に対 して直 角 に張 られ て い る もの。 弦 の もう

一 端 が 固定 され て い る 部 分 の立 体 的 な形 状 が どの よ うな もの で あ って も
,こ の場 合 に

は 問題 と しない 。 具体 例 と して,古 代 ギ リシ ャの リラや キ タ ラ,エ チオ ピア の キ ッサ

ル,リ ュー トな どが あ げ られ る。

　 (9)弓 型(Bow　 type)

　 弦 の両 端 が棒 状 あ るい は板状 の物 体 に対 して 斜 め に張 られ て い る もの 。 具体 例 と し

て,西 洋 のハ ー プ,ビ ル マ の サ ウ ン,ア フガ ニ ス タ ン(ヌ ー リス タ ン)の ワー ジ,簡

単 な構 造 を もった 弓 琴(musical　 bow)な どが あ げ られ る。

　 (h)半 弓 型(Half-bow　 type)

　 弦 の 一端 が棒 状 あ る い は板 状 物 体 に 対 して 斜 め に張 られ て い る もの。 この 場 合,弦

の 他 の 一 端 は棒 状 あ る い は板 状 物 体 に 対 して 斜 め以 外 の 角 度(直 角,水 平)で 張 られ,

この 点 が 弓型 と異 な る。 具 体 例 と して,日 本 の正 倉 院 の箜篌(く ご)や,西 ア フ リカ

の コー ラの あ る種 の もの な どが あげ られ る。

図版2　 筒型弦鳴楽器の1例:マ ダガスカル

　 　 　 の ヴァ リハ 〈「黒沢　1972:345]よ

　 　 　 り)

図 版3　 弓型 弦 鳴 楽器 の1例:ア フガ ニス

　 　 　 タ ン の ワー ジ([IANATA　 l　975:

　 　 　 172]よ り)
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図版4　棧 型弦鳴楽器の1例:エ チオ ピ

　 　　 ア中部の リュー ト(本 館標本資

　 　　 料)

図版5　 半 弓型弦鳴楽器の1例:コ ー ト

　　 　 ジボアール北部の コー ラ(本 館

　　 　 標本資料)・

(4)　 棒 鳴 楽 器

　 (a)円 柱 型(Column　 typc)

　 円形 の底 面 と側 面 とを もった 円柱状 物 体,お よび そ の 変 形 とみ なせ る も のが,楽 器

の 基 本 的 な形 態 を か た ちつ くって い る もの 。 具 体 例 と して,ト ライ ア ングル が あ げ ら

れ る。

　 (b)角 柱 型(Prism　 type)

　 底 面 と,い くつ か の平 面 に よ る側 面 と を も った 角 柱 状 物 体,お よ び その 変 形 とみ な

せ る もの が,楽 器 の基 本 的 な 形 態 を か た ちつ くって い る もの 。 具体 例 と して,日 本 の

拍 子 木,呂 の音 な どが あ げ られ る。

(5)　 舌 鳴 楽 器

　(a)三 又型(Fork　 type)

　 象 徴 的 に舌 状 とみ な せ る第1次 発 音 体 の ほか に,何 本 か の棒 状 ま た は針 状(お よび

そ れ らの変 形 とみ な せ る)物 体 を もつ もの 。 具 体 例 と して,ア フ ガ ニ ス タ ンの チ ャ ン

54



櫻井　　新 ・楽器分類法

図版6　 三又型舌鳴楽器の1例:鉄

　 　 　 製 口琴([黒 沢 　1972:88]

　 　 　 より)

図版7　 盤型舌鳴楽器の1例:竹 製 口琴各種

　　 　 　([黒'沢,　1972:88]よ り)

グ な ど,鉄 製 の 口琴 の お もな ものが あ げ られ る 。

　(b)盤 型(Board　 type)

　 象徴 的 に舌 状 物 体 とみ なせ る第1次 発 音 体 と同一 平 面 上 に,盤 状 物 体 を もつ もの。

具体 例 と して,ア イ ヌの ム ック リな ど,竹 製 ま た は木 製 の 口琴 のお もな もの が あ げ ら

れ る 。

　(c>箱 型(B◎xtype)

　 象徴 的 に舌 状 物 体 とみ なせ る第1次 発 音 体 が,い くつ か の平 面 また は平面 と曲面 と

に よ って 囲 まれ た 立体 的 な物 体 に,固 定 され て い る もの 。具 体 例 と して,オ ル ゴー ル,

ア フ リカ の サ ンザ や ム ビ ラな ど が あ げ られ る。

(6)　 板 鳴 楽 器

　 (a)盤 型(Board　 type)

　第1次 発 音 体 が,象 徴 的 に ひ とつ の平 面 か ら成 って い る とみ なせ る もの 。 具体 例 と

して,各 種 の木 琴 や 鉄 琴,中 国 の磬(け い),方 響(ほ うき ょう),日 本 の 勿 拍 子(し

ゃ くび ょ う し),び ん ざ さ らな どが あ げ られ る。

　 (b)円 盤 型(Disk　 type)

　第1次 発 音 体 が,象 徴 的 に円形 の平 面 か ら成 って い る とみ な せ る もの。 具 体 例 と し

て,西 洋 の シ ンバ ル,カ ス タ ネ ッ トが あ げ られ る。

　 (c)桶 型(Tub　 type)

　 第1次 発 音体 が,象 徴 的 に,ひ とつ の平 面 と その 平 面 に 直 角 に縁 を と り囲 む 帯 状 の
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曲 面(ま た は平 面)と か ら成 って い る とみ な せ る もの。 具 体 例 と して,日 本 の鉦(ひ

とつ が ね)が あ げ られ る。

　 (d)銅鑼 型(Gong　 type)

　 第1次 発 音体 が,象 徴 的 に,ひ とつ の 円形 の 平 面 とそ の平 面 に対 して鋭 角 を も って

と り囲 む 帯 状 の 曲面 とか ら成 って い る とみ なせ る もの 。 円形 の平 面 の 中央 が 突起 して

い る もの もあ る 。具 体 例 と して,韓 国 の チ ン,イ ン ドネ シア の ガ ム ラ ンで使 わ れ る ゴ

ン,ボ ナ ン,ク トック な どが あ げ られ る。

　 (e)ベ ル 型(Bell　 type)

　 第1次 発 音 体 が,象 徴 的 に,底 の 深 い,ま た は浅 い 碗状 物体 か ら成 って い る とみ な

,樋"'

図版8　 盤型板鳴楽器の1例:イ ン ドネシァ ・ジャワ島ガム ラン

　 　　 のグンデル(本 館標本資料)

図版9　 桶 型板鳴楽器の1例:日 本の鉦(本 館標本資料)
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図版10銅鑼 型板鳴楽器の1例:イ ン ドネシァ ・ジ ャワ島ガムラン

　　　　のゴ ン(本 館標本資料)

価

図版11銅鑼 型板鳴楽器 の1例:イ ン ドネ シァ ・ジャワ島ガムラン

　　　　のボナン(本 館標本資料)

せ る もの 。碗 状 物 体 の中 に小 さな塊 状 物 体 を もつ もの も あ る。 具 体 例 と して,日 本 の

梵 鐘,振 鈴 な ど が あ げ られ る。

　 (f)筒 型(Cylinder　 type)

　 第1次 発 音 体 が,直 線 的 な2方 向 を 除 い た他 の部 分 が 曲 面 によ って 囲 まれ て い る よ

うな物 体 に よ って成 って い る と み なせ る もの。 具 体 例 と して,チ ュー ブ ラー ベ ル,割

目太 鼓,イ ン ドネ シア の ア ンク ル ンな どが あげ られ る 。

　 (9)球 型(Ball　 type)

　 第1次 発 音 体 が,象 徴 的 に,す べ て の部 分 が 曲 面 に よ って 囲 ま れて い るよ うな 物体
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に よ って 成 って い る とみ なせ る もの。 具 体 例 と して,マ ラカ ス,あ る種 の ガ ラガ ラ,

日本 の 木 魚,土 鈴 な ど が あ げ られ る。

(7)　 膜鳴 楽 器

　(a)円 盤 型(Disk　 type)

　象 徴 的 に 円形 の 平面 が楽 器 の基 本 的 な形 態 を か た ちつ く って い る もの。 膜面 は1枚

で あ る。 具 体 例 と して,ヱ ス キ モ ー の太 鼓,日 本 の ウチ ワ太 鼓が あ げ られ る。

　(b)桶 型(Tub　 type)

　象 徴 的 に,平 面 と,そ の平 面 に直 角 に縁 を と り囲 む 帯 状 の 曲面(ま た は平 面)と に

よ って,楽 器 の 基 本 的 な形 態 が か た ちつ く られ て い る もの。 縁 の帯 状 物 体 に,円 盤 状

の小 物 体 が い くつ か と り付 け られ る こと も あ る。 膜 面 は1枚 で あ る。 具 体 例 と して,

西洋 の タ ンブ リン,西 ア ジ ア のデ ブ な どが あ げ られ る。

　(c)碗 型(Bowl　 type)

　象 徴 的 に,ひ とつ の 円形 の平 面 と ドー ム状 の 曲 面 とに よ って,楽 器 の基 本 的 な形 態

が か た ちつ く られ て い る もの 。膜 面 は1枚 で あ る。 具 体 例 と して,西 洋 の テ ィ ンパ ニ

図版12　 円盤型膜鳴楽器の1例:エ スキ　　 図版13瓶 型膜鳴楽器の1例:北 イン ドのタブ

　 　 　 モーの太鼓(本 館標本資料)　　　　　　　　 ラー(本 館標本資料,2個1組 のひと

　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 つ)
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が あ げ られ る。

　(d)瓶 型(Jar　 type)

　 象徴 的 に,ひ とつ の 円 形 の 平面 と他 の 円形 の平 面(ま た は ドー ム形 の 曲面)と の間

に 筒状 の 曲面 に よ って 囲 ま れ た側 面 を もつ ものが,楽 器 の 基 本 的 な形 態 を か た ちつ く

って い る もの。 膜 面 は1枚 で あ る。 具 体 例 と して,北 イ ン ドの タブ ラー な ど が あ げ ら

れ る。

　 (e)杯 型(Goblet　 type)

　 象 徴 的 に,碗 型 あ る い は瓶 型 の もの の底 部 に,直 径 が よ り小 さな 筒 状 物体 が 同 軸 的

に接 合 され た もの が,楽 器 の基 本 的 な 形 態 を か た ちつ く って い る もの 。 膜 面 は1枚 で

あ る。 具 体 例 と して,イ ラ ンの ドンバ ックな どが あ げ られ る。

　 (f)筒 型(Cylinder　 type)

　 象 徴 的 に,ふ た つ の 円形 の 平面 の間 に側 面 を もつ筒 状 物 体 が,楽 器 の基 本 的 な 形 態

を か た ちつ くって い る もの 。 側 面 に ふ く らみを もつ 樽 型 の もの も,こ の タ イ プに 含 ま

図版14杯 型膜鳴楽器の1例:イ ランの

　 　　 　ドンバ ック(本 館標本資料)

図版15筒 型膜鳴楽器の1例:日 本
　　　 の楽太鼓(本 館標本資料)
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れ る。 膜 面 は,2枚 の もの と1枚 の もの とが あ る。1枚 の 場 合 に は,反 対 側 の 底 面 が

開 放 さ れ て い る こ とが必 要 で あ り,そ うで な い もの(膜 面 の 反 対側 の底 面 が 平 面 状 物

体 に よ って 閉 鎖 さ れ て い る もの)は,上 記 の瓶 型 に分 類 され る 。 具体 例 と して,日 本

の 大 太 鼓,楽 太 鼓 な ど が あ げ られ る。

　 (9)砂 時 計 型(Sandglass　 type)

　 象 徴 的 に,2つ の 円錐 台状 物 体 が,面 積 の大 き い方 の 円形 の 平 面 を外 側 に して,互

い に同 軸 的 に接 合 さ れ た ものが,楽 器 の 基本 的 な形 態 を かた ちつ くって い る も の。 膜

面 は2枚 ま た は1枚 で あ る。 具 体 例 と して,イ ン ドの ベ ンガ ル 地 方 の ドゥグ ドゥギ が

あ げ られ る。

(h)複 碗 型(Double-bowl　 type).

　 象 微 的 に,碗 型 の もの が2つ,互 い に平 面 を外 側 に して 同 軸 的 に 接 合 さ れ た もの が,

楽 器 の基 本 的 な 形 態 を か た ち つ くって い る もの 。膜 面 は2枚 で あ る。 具体 例 と して,

イ ン ドのダ マル が あ げ られ る。

(i)複 杯 型(Double-goblet　 type)

　 象 徴 的 に,杯 型 の もの が2つ,互 い に面 積 の大 きい方 の平 面 を 外 側 に して 同 軸的 に

接 合 さ れた もの が,楽 器 の基 本 的 な形 態 を か た ちつ く って い る もの 。 膜面 は2枚 で あ

る。 具 体 例 と して,日 本 の 壱鼓,韓 国 の チ ャ ン ゴが あ げ られ る。

図版16複 碗 型膜鳴楽器の1例:

　 　　 イン ドのダマル　 ([黒沢

　 　　 1972:124]よ り)

図版17　複杯型膜鳴楽器の1例:日 本の壱鼓

　　　　(本館標本資料)
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表 　 1

第1次 分 類

気 鳴 楽 器

(Air-vibrating　 instruments)

簧鳴 楽 器

(Reed・vibrating　 instruments)

弦 鳴 楽 器

(String-vibrating　 instruments)

棒 鳴 楽 器

(Stick-vibrating　 instruments)

舌 鳴 楽 器

(Tongue-vibrating　 instruments)

板 鳴 楽 器

(Plate-vibrating　 instruments)

膜 鳴 楽 器

(Membrane-vibrating　 　

.　　　　 　 instruments)

拡 声 器 鳴 楽 器

(Loudspeaker-vibrating

　 　 　 　 　 　 　 inStrUmentS)

第2次 分 類

筒 型(Cylinder　 type)

球 型(Ball　 type)

鞭 型(Whip　 type)

筒 型(Cylinder　 type)

円錐 型(Cone　 type)

渦 巻 型(Spiral　 type)

箱 型(Box　 type)

円 柱 型(Column　 type)

盤 型(Board　 type)

筒 型(Cylinder　 type)

箱 型(Box　 type)

突 出 型(Projection　 type)

桟 型(Bar　 type)

弓 型(Bow　 type)

半 弓 型(Half-bow　 type)

円柱 型(Column　 type)

角 柱型(Prism　 type)

三 又 型(Fork　 type)

盤 型(Board　 type)

箱 型(Box　 type)

盤 型(Board　 type)

円 盤 型(Disk　 type)

桶 型(Tub　 type)

銅鑼 型(Gong　 type)

ベ ル 型(Bell　 type)

筒 型(Cylinder　 type)

球 型(Ball　 type)

円 盤 型(D三sk　 type)

桶 型(Tub　 type)

碗 型(Bowl　 type)

瓶 型(.Jar　 type)

杯 型(Goblet　 type)

筒 型(Cylinder　 type)

砂 時 計 型(Sandglass　 type)

複 碗 型(Double-bowl　 type)

複 杯 型(Double-goblet　 type)

箱 型(Box　 type)

楽　　器　　例

フル ー ト,篠 笛,尺 八

ホ イ ッスル,オ カ リー ナ

う な り木

ク ラ リネ ッ ト,オ ーボ エ,篁 集

チ ャル メ ラ,ラ グ ・ドゥ ン
フ レンチ ホ ル ン,ト ランペ ッ ト,

　 ほ ら貝
ア コ ーデ ィオ ン,ハ ーモ ニ カ,笙

あ る種 の 一 弦琴

トロ トロ

ヴ ァ リハ

ピア ノ,チ ェ ンバ ロ,サ ン トゥ

　 ー ル,箏ヴ
ァイ オ リン,シ ター ル,三 味

　 線,琵 琶

リラ,キ タ ラ,キ ッサ ル

ハ ー プ,サ ウ ン,ワ ー ジ

笙 篠,コ ー ラ

トライアングル

拍子木,呂 の音

チ ャ ング(鉄 製 口琴)

ム ック リ(竹 製 口琴)

オル ゴー ル,サ ンザ,ム ビ ラ

木 琴,鉄 琴,勿 拍 子

シ ンバ ル,カ ス タ ネ ッ ト

鉦(ひ とつ がね)

チ ン,ボ ナ ン,ク トック

梵 鐘,振 鈴

チ ュー ブ ラー ベ ル,ア ンクル ン,

　 割 目太 鼓
マ ラカ ス,木 魚,土 鈴

うちわ 太 鼓

タ ンブ リ ン,デ フ

テ ィンパ ニ ー

タブ ラー

ドンバ ック

大 太鼓,楽 太 鼓

ドゥグ ドゥギ

ダ マ ル

壱 鼓,チ ャ ンゴ

電 子 オル ガ ン,シ ンセ サ イザ ー
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（８）　 拡 声 器 鳴 楽器

　（ａ） 箱型 （Ｂｏｘ　ｔｙｐｅ）

　第 １次発 音体 と して の拡 声 器 が ， い くつ か の平 面 に よ って 囲 ま れ た立 体 的 物 体 の 中

に 収 納 され て い る もの。 拡 声 器 鳴 楽器 は ，現 在 の と こ ろ，電 子 オ ル ガ ン， シ ンセ サ イ

ザ ー な ど， す べ て この タ イ プの もの で あ る。

ＩＶ． お わ り に

　以上，ここに展開した新しい楽器分類法をまとめると，前項の表のようになる。

　すでに述べたように，楽器の第 １次発音体に注目することによって第 １次分類をお

こない，楽器のお もな構成部分の形態に注目することによって第 ２次分類をおこなう，

という点が，この新 しい楽器分類法を特徴づけている基本的な考え方である。これを

基礎にして，今後，本館に収集される新たな楽器の標本資料の調査と，それ らに対す

る文献照合等の作業を積み重ねる中で，より完全な楽器分類法を構築 したいと考えて

いる。
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